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　日本金属株式会社は、弊社グループの平成29年度を初年度とする中期3ヶ年計画
「第10次中期経営計画」を策定致しましたので、その概要をお知らせします。

　新しい価値を生み続けることができる魅力のある会社になるために、原点に立ち返りな
がら、創業者の情熱を持って新しい事業・仕事に取り組み（新創業期新創業期新創業期新創業期）、弊社グループの
一人ひとりがステークホルダーとの連携連携連携連携を深め、高収益事業を創出（成長成長成長成長）してまいります。

【１】 メインスローガンと基本方針

【2】 計画の概要

平成29年3月24日

第１０次中期経営計画の概要について第１０次中期経営計画の概要について第１０次中期経営計画の概要について第１０次中期経営計画の概要について
（平成29年4月から平成32年3月までの3ヶ年）

-　記　-

 TEL
 URL

圧延・加工技術を原点に新しいNIPPON KINZOKUへ

『『『『 成長成長成長成長 とととと 連携連携連携連携 』』』』
～ 新 創 業 期 ～

１.パートナーとの連携による高収益事業の創出

２.事業の変革と強化を担う人材の育成と成長

３.成長市場を機敏に捉えたグローバル展開

４.グループの連携強化による総合力の発揮

基本方針基本方針基本方針基本方針

設備投資設備投資設備投資設備投資(個別）個別）個別）個別）
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第9次見通し 第10次計画

33億億億億

58億億億億

新事業・成長製品

29億円

新事業・成長製品

40億円

BCP関連 3億円

BCP関連 16億円

その他 2億円

その他 1億円

（注）補改修を除く 業績目標業績目標業績目標業績目標

事業戦略事業戦略事業戦略事業戦略

　新事業創出、成長製品拡販　新事業創出、成長製品拡販　新事業創出、成長製品拡販　新事業創出、成長製品拡販 　グローバル事業の伸張　グローバル事業の伸張　グローバル事業の伸張　グローバル事業の伸張

　⇒ 売上高＋67億円＋67億円＋67億円＋67億円（※1）（※1）（※1）（※1）の417億円417億円417億円417億円（平成31年度・個別）（平成31年度・個別）（平成31年度・個別）（平成31年度・個別） 　⇒ 海外売上高比率＋3％＋3％＋3％＋3％（※1）（※1）（※1）（※1）の38％38％38％38％（平成31年度・個別）（平成31年度・個別）（平成31年度・個別）（平成31年度・個別）

　《新事業創出》　《新事業創出》　《新事業創出》　《新事業創出》 　・欧米市場への販路拡大（自動車外装モール用材・ファインパイプ）

　・自動車用小中径厚肉管の製造技術確立 　・日本金属タイランドの加工品事業拡大

　・極薄電磁鋼帯の高効率モーター用途開発 　人財・設備投資の強化　人財・設備投資の強化　人財・設備投資の強化　人財・設備投資の強化

　・携帯機器キーデバイス関連用途の製造技術確立 　⇒ 人財の量的・質的充実

　・次世代車関連用途開発 　⇒ 設備投資額＋25億円＋25億円＋25億円＋25億円（※2）（※2）（※2）（※2）の58億円58億円58億円58億円（3ヶ年計・個別）（3ヶ年計・個別）（3ヶ年計・個別）（3ヶ年計・個別）

　《成長製品拡販》　《成長製品拡販》　《成長製品拡販》　《成長製品拡販》 　・新事業創出を担う人員確保・教育実施、技能伝承の促進

　・自動車外装モール用材の海外マーケット開拓 　・新事業・新商品の創出と成長製品生産への投資

　・自動車用高精度異形鋼増産対応と生産性向上 　・BCP関連への投資による安定生産体制の強化

連結業績 個別業績 個別業績 増減 個別業績 対象年度

売 　上　 高 510億円 417億円 350億円 ＋19% 579億円 平成19年度

経　常　利　益 32億円 24億円 10億円 ＋140% 27億円 平成18年度

当　期　利　益 21億円 15億円 9億円 ＋66% 14億円 平成19年度

自己資本比率 32％ 33％ 31％ ＋2ﾎﾟｲﾝﾄ 31％ 平成28年度

R　 O　 S 6％ 6％ 3％ ＋3ﾎﾟｲﾝﾄ 5％ 平成18年度

項目
最終年度（平成31年度） 平成28年度見通し 参考（過去最高値）

億円

※1 平成28年度見通し対比 ※2 第9次（平成26～28年度）見通し対比

以　上　　　　　


